
第
１
回
国
労
新
潟
ゴ
ル
フ
大
会
予
選

会
が
５
月
29
日
に
ノ
ー
ブ
ル
ウ
ッ
ド
Ｇ

Ｃ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
選
手
、
11
名
が
９
月
開
催
予
定

の
国
労
東
日
本
エ
リ
ア
大
会
出
場
権
４

つ
を
掛
け
て
、
ハ
ン
デ
ィ
無
し
の
ガ
チ

ル
ー
ル
で
戦
い
ま
し
た
。

名
門
コ
ー
ス
に

悩
ま
さ
れ
た

当
日
は
、
天
候
も
よ
く
風
も
微
風
な

為
、
好
ス
コ
ア
も
予
想
出
来
た
が
、
名

門
コ
ー
ス
は
簡
単
に
パ
ー
セ
ー
ブ
を
許

し
て
く
れ
ず
、
林
、
池
、
速
い
グ
リ
ー

ン
に
選
手
は
悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
ゴ
ル
フ
に

徹
し
奮
闘

し
か
し
最
年
長
、
白
井
氏
の
ブ
ッ
飛

び
ド
ラ
イ
バ
ー
炸
裂
、
曲
げ
な
い
ア
イ

ア
ン
シ
ョ
ッ
ト
で
ピ
ン
に
絡
む
長
谷
川

氏
、
絶
体
絶
命
場
面
で
の
ス
ー
パ
ー
ロ

ブ
シ
ョ
ッ
ト
を
当
た
り
前
の
様
に
ピ
ン

に
寄
せ
た
上
田
氏
等
、
皆
が
自
分
の
ゴ

ル
フ
に
徹
し
ス
コ
ア
メ
イ
ク
に
奮
闘
し

ま
し
た
。

秋
に
は
親
睦

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催

結
果
は
１
０
０
打
・
切
者
は
４
人
で

し
た
が
、
４
位
～
９
位
迄
５
打
差
以
内

で
の
大
接
戦
で
し
た
。

優
勝
者
は
、
42
・
45
、
新
潟
運
輸
区

長
谷
川
氏
、
準
優
勝
は
45
・
44
、
国
労

Ｏ
Ｂ
白
井
氏
、
３
位
は
国
労
Ｏ
Ｂ
江
端

氏
、
４
位
は
新
潟
車
両
Ｃ
加
藤
氏
で
し

た
。秋

に
は
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
開
催
予

定
で
す
の
で
、
多
数
の
参
加
者
、
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
参
加
選
手
及

び
関
係
役
員
の
方
に
感
謝
し
ま
す
。

６
月
に
入
り
ま
し
た
。
季
節
は
新
緑

か
ら
梅
雨
へ
移
り
ま
す
。

今
年
は
異
常
気
象
で
気
温
が
夏
日
に

な
っ
た
り
真
夏
日
に
な
っ
た
り
し
て
春

な
の
に
夏
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。

梅
雨
は
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年

の
夏
至
は
６
月
22
日
で
す
。
夏
至
は
太

陽
が
夏
至
点
を
通
過
す
る
と
き
で
、
北

半
球
で
は
昼
が
最
も
長
く
、
夜
が
最
も

短
く
な
る
。

こ
れ
か
ら
活
動
的
な
季
節
で
す
ね
。
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「集団的自衛権」は
ほんとうは外国のために戦争する
ことです

集団的自衛権は、日本が直接攻撃されていな

くても、外国のために海外で戦争することです。

閣議決定は「自衛措置」とは言いますが決し

て「自衛の措置」ではありません。「他衛」の

ためのものであり、日本の防衛には必要ありま

せん。この「集団的自衛権」が、大国の軍事侵

攻の口実とされてきたのが、歴史的な事実です

（ベトナム戦争・アフガニスタン戦争等）。

日本を守るためだけでなく、外国の戦争のた

めに、日本の自衛隊・若者が血を流すことにな

りかねません。

参
加
選
手

●
Ｏ
Ｂ

白
井
・
江
端
・
上
田
各
選
手

●
新
潟
駅

榎
並
・
前
田
各
選
手

●
新
潟
保
技
セ

玉
木
選
手

●
長
岡
保
技
セ

安
川
選
手

●
新
潟
運
輸
区

小
林
・
長
谷
川
各
選
手

●
新
潟
車
両
Ｃ

加
藤
選
手

●
支
援
者
１
名

全
体
で
11
名
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